












1667 年 ( 寛文 7) には公認されていたという。（3）
近世における脇荷貿易（4）の継続については、常
に問題がつきまとっていた。19 世紀前半の文政 9 年
（1826）に新出島商館長として来日したヘルマン・フェ




























本稿は、この天保 6 年 (1835) からはじまる賃借人






kooplieden S: van Basel Toelaer en Co. であったが、翌天
保 7 年（1836）からは、商人ヘーフェルスとファン ･
ブラーム de kooplieden Gevers en van Braam に代わり、
天保 9 年（1838）までの 3 年間の契約が政庁との間で
結ばれた。1835 年度の取引に関する契約書は、（6）エ
ス・ファン・バーゼル・トゥーラール商会と政庁の一
部局である物産民間倉庫局長 den Directeur van 's lands 
Producten en Civiele Magasijnen との間で 1835 年 5 月
30 日に結ばれている。それに対して、商人ヘーフェ
ルスとファン ･ブラームと、物産民間倉庫局長との間
で結ばれた契約書は、（7）そのほぼ 1 ヶ月後の 1835 年
7 月 4 日付けであり、エス・ファン・バーゼル・トゥー
ラール商会の貿易が始まる以前に既に結ばれていた。
本章では、1835 年度用の契約書（以下、A 契約書
もしくは（A）と記す）と 1836 年～ 1838 年度用の契
約書（以下、B 契約書もしくは（B）と記す）を比較
検討し、B 契約書が A 契約書と比べてどのような点
が変更されているのか注目して考察していきたい。
表 1 は A 契約書と B 契約書を拙訳の上、比較対照
したものである。まず、各条文の要旨と共に、A 契約
書と B 契約書の相違点を簡潔に記していきたい。


















（A）	第 2 条・（B) 第 2 条：賃借人の独占権について。
	 （A）・（B）：同内容。







（A）	第 5 条・（B) 第 4 条：脇荷貿易のための資金の上
限について。
	 （A）・（B）：同内容。








（A）	第 7 条・（B) 第 6 条：脇荷物にかかる日本とバタ
ヴィアでの税の支払いについて。
	 （A）・（B）：同内容。
（A）	第 8 条・（B) 第 7 条：賃借人持ち渡り商品の販売
方法（ は脇荷取引、 は自由処分）について。
	 （A）・（B）：同内容。







（A）	第 10 条・（B) 第 9 条：商館職員・船員の禁止事
項について。
	 （A）・（B）：同内容。
（A）	第 11 条・（B) 第 10 条：賃借人の日本での肩書き
について。
	 （A）・（B）：同内容。
（A）	第 12 条・（B) 第 11 条：商館長と賃借人との関係
について。
	 （A）・（B）：同内容。




貨の支払いで、3 年間で合計 105,000 グル
デンの支払。
（A）	第 14 条・（B) 第 13 条：注文品（＝誂物）について。
	 （A）・（B）：同内容。









○ A 契約書第 4 条が B 契約書では削除されている。
1835 年度が賃借人による脇荷貿易の初年度であった




○ A 契約書の第 6 条では、ウニコール（一角）は脇






○ A 契約書第 9 条では、賃借人の商品輸送は 40 ラス
トまで賃借人の支払なしですまされていたが、1836




○ A 契約書第 13 条では、賃借権料が 30,000 グルデン
の銀貨であったが、1836 年度以降では (B 契約書第 12
条 )、年 35,000 グルデンの銀貨に増額されている。上
記の優遇措置と対極に位置づけられる条文といえよ
う。




契約書に基づいて、天保 7 年 (1836) から同 9 年 (1838)
にかけて賃借人（商人ヘーフェルスとファン・ブラー
ム）による脇荷貿易がおこなわれたものと考えられる。
以下、第 2 章においては、天保 7 年の脇荷貿易につい
て現存するオランダ側・日本側両史料を提示検討の上、
随時、契約書に照合しながら考察を加えていきたい。







第 2章　天保 7年 (1836) の賃借人による脇荷貿易
天保 7 年には、オランダ船メリー・エン・ヒレゴン
ダ号 Marij en Hillegonda が長崎港に入津している。こ
の船には、脇荷貿易の〔賃借〕代理人 de agent voor 







De ondergetekenden, pachters van den Japanschen 
particulieren handel, verklaren mitsdezen per het 

























どからなっているが、ウニコール (een hoorn) が持ち
渡られていることが特筆される。第 1 章で述べたよう
に、前年は脇荷物としてのウニコールの持ち渡りは禁
止されていたが、1836 年からは 1 ピコルの持ち渡り
が許されるようになっていた（B 契約書第 5 条）。
日付は明記されていないが、バタヴィアでは、
Wij ondergetekende pachters van den Japanschen 
kambang handel, verzoeken UWEd: Gestr: concent 
om te mogen afscheepen naar Japan aan boord van het 
schip Maria & Hillegoenda gezagvoerden D: A: de 








De ondergeteekende verklaart dat onder de benaming 


























いて 1836 年 8 月 4 日付で、出島のオランダ商館長（het 
Neederlandsche Opperhoofd te Decima）に宛てた
De ondergeteekende wenscht de onderstaande 
artikelen, uit zijn meede gebrachte factuur buiten 








































取引された品物については、オランダ側に Nota van 






















く表 5・表 6 以外に取引が存在していたものと思われ

























倍〔96,037.6156 グルデン (=60,023.50975 カンバンテー
ル )÷34,530 グルデン（＝ 48,102 グルデン－ 13,572 グ
ルデン）≒ 2.8〕、「脇荷取引以外の取引」では、約 1.7
倍〔23,051.33384 グルデン (=14,407.08365 カンバンテー




















いては、Lijst der goederen, die aan den Nederlandschen 



















ウニコールは、上述の如く、B 契約書第 5 条でみ
たように天保 7 年より賃借人に持ち渡りが許され
た品物であった。第 2 章で事例として記した天保
8 年には、127.5 ポンド（仕入値 1,976.25 グルデン
(=1,235.15625 カンバンテール））が持ち渡られ、注文
品（＝誂物）として処理されている。1837 年（天保
8 年）の Calculatieve aantooning van het resultaat dat de 
Kambanghandel dit jaar voor den pachter opgeleverd heeft.
（今年カンバン貿易〔脇荷貿易〕が賃借人にもたらす
成果の見積書）（20）には、
Provenu van eenhooren, onder de eischgoederen 







ている（　　　　　　　　　≒ 5.5）。B 契約書第 5 条
に記されているように、ウニコールは 1 ピコル（＝
120.875 ポンド＝ 100 斤）の持ち渡りが許されている
ことより、若干量は多いがそれに近い数量を賃借人は
持ち渡り、誂物として販売したわけである。
天保 8 年にウニコールは、誂物として合計 272 斤 ( ＝
328.78 ポンド ) を日本側に渡しているが、（21）この内
の 強を賃借人が引き受けていたと考えられる。誂物
を記した天保 8 年の送り状 Factuur 1837.（22）には、







せると 329.9 ポンドになり、天保 8 年の誂物合計 272












止されていた（A 契約書第 6 条）。したがって、賃借
人の輸入品の中にウニコールは存在せず、誂物を記し
た送り状 Factuur 1835（24）に、
143 Nedel. ponden  Eenhoorn  het  N. lb. a 〔f.〕9 
〔f.〕2,574
　　　　　*　　　　　*　　　　　*






とあり、合計 194 ネーデルランセポンド（＝ 392.6616 ポンド）
の輸入であった。この年の誂物として使用されたウニ





たのだろうか。表 3 で示したように賃借人は ピコル
（＝ 50 斤＝ 60.4375 ポンド）を仕入値 650 グルデン（＝
406.25 カンバンテール）で持ち渡っている（1 斤 8.125
カンバンテールでの仕入値）。そして、この年の誂物
を記した送り状 Factuur 1836（26）には、







天保 7 年の誂物としての使用量は 179.75 斤（＝
217.2728 ポンド）であった（1 斤 60 カンバンテール
での販売）。（28）しかし、政庁側による誂物としての輸
入（99.7239 ポンド）と賃借人の輸入（60.4375 ポンド）






輸入量は ピコルであったが、実際には 1 ピコルの持
ち渡りであったと推測することである。B 契約書第 5
条では、「年に 1 ピコル」を許しているわけであるか
ら、もし天保 7 年に ピコルではなく、1 ピコルの輸
入であったとすると、賃借人の持ち渡りは 120.875 ポ
ンドの輸入となる。したがって、誂物の送り状の数量




























そして、その売上げ倍率も天保 7 年の場合、約 7.4 倍	
















まず、補償金の存在について、A 契約書第 10 条・

























	 …………………… 6,000 グルデン
荷倉役、簿記役、筆者頭に対して
	 …………………… 3,000 グルデン
三人の商務員補それぞれに対して
	 …………………… 1,500 グルデン
荷倉掛下役に対して
	 ……………………… 500 グルデン
船長それぞれに対して









天保 7 年の場合、上記の規定に従って、1836 年 10 月
31 日付けで表 10 のような補償金リストが出島商館長
ニーマンによって作成されている。（30）そして、その



































際交流』下巻、吉川弘文館、昭和 63 年）99 頁参照。『続長
崎鑑』（長崎学会叢書第 7 輯、昭和 35 年）23 頁参照。
(2) 山脇悌二郎「脇荷貿易雑考」参照、100 頁。山脇氏は、阿
蘭陀内通詞仲間の結成が許された寛文 10 年 (1670) をもっ
て脇荷貿易の公認とされている。（『通航一覧』第四、国書
刊行会、大正 2 年、180 頁参照。「花蛮交市洽聞記」『長崎
県史』史料編第四、吉川弘文館、昭和 40 年、278 頁参照。）
(3) 山脇悌二郎「脇荷貿易雑考」参照、102 頁。J. A. van der 
Chijs., Nederlandsch-Indisch Plakaatboek 1602 ～ 1811, Tweede 
Deel, 's Hage, 1880. P.421.
(4) オランダ船の脇荷貿易ならびにそこで取引された脇荷物に
関しては、従来、関山直太郎「看板（Kambang）貿易考」（『経
済史研究』第 13 巻第 6 号、昭和 10 年）・永積洋子「オラ
ンダ商館の脇荷貿易について－商館長メイランの設立した





見大学紀要』第 49 号第 4 部、平成 24 年）・「幕末開国期に
おける日蘭貿易－安政 3 年 (1856) の本方荷物と脇荷物の取
引－」（『鶴見大学紀要』第 51 号第 4 部、平成 26 年）・「幕
末期におけるオランダ船の脇荷物輸入について－弘化 4 年
(1847) を事例として－」（『鶴見大学紀要』第 52 号第 4 部、
平成 27 年）・「幕末期における蘭船脇荷物輸入について－
弘化 3 年 (1846) を事例として－」（『鶴見大学紀要』第 53
号第 4 部、平成 28 年）・「幕末期における蘭船脇荷物輸入
の基礎的研究－弘化 2 年 (1845) を事例として－」（『文化











－」（『洋学』第 23 号、平成 28 年）・「江戸時代後期におけ
る出島貿易品の基礎的研究－天保 15 年 (1844) を事例とし
て－」（『鶴見大学紀要』第 54 号第 4 部、平成 29 年）・「幕
末期におけるオランダ船脇荷物輸入の基礎的研究－嘉永元
年 (1848) を事例として－」（『鶴見大学紀要』第 54 号第 4 部、




ランの設立した個人貿易協会 (1826 － 1830 年 ) －」参照。
(6) Kontrakt onder nadere goedkeuring der Regering gesloten 
tusschen den Directeur van 's lands Producten en Civiele 
Magasijnen namens het Gouvernement en de Kooplieden S: 
van Basel Toelaer en Co. krachtens de autorisatie verleend bij 
Resolutie van den 23e. Meij 1835 No. 1. [Japan Portefeuille No. 33. 
1835] MS. N.A. Japans Archief, nr. 1456(K.A.11809). (Tōdai-
Shiryō Microfilm: 6998-1-85-3).
(7) Kontrakt onder nadere goed keuring der Regering gesloten 
tusschen den directeur van 's Lands Producten en Civiele 
Magazijnen namens het Gouvernement en de kooplieden Gevers 
en van Braam: krachtens de autorisatie verleend bij Resolutie 
van den 26 Junij 1835 No. 19. [Japan Portefeuille No. 34. 1836] 
MS. N.A. Japans Archief, nr. 1457(K.A.11810). (Tōdai-Shiryō 
Microfilm: 6998-1-85-13).
(8) De ondergetekenden, pachters van den Japanschen particulieren 
handel, verklaren mitsdezen per het schip Marij en Hillegonda 
te hebben uitgevoerd de ondervolgende goederen. [Japan 
Portefeuille No. 34. 1836] MS.N.A. Japans Archief, nr. 1457(K.A. 
11810). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-85-13).
(9) 「崎陽齎来目録」五（早稲田大学図書館所蔵）。
(10) [Japan Portefeuille No. 34. 1836] MS.N.A. Japans Archief, nr. 
1457(K.A. 11810). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-85-13).
(11) De ondergeteekende wenscht de onderstaande artikelen, uit zijn 
meede gebrachte factuur buiten kambang van de hand te zetten. 
[Japan Portefeuille No. 34. 1836] MS.N.A. Japans Archief, nr. 
1457(K.A. 11810). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-85-13).
(12) 拙稿「賃借人の登場－近世後期におけるオランダ船脇荷貿
易システムの改変とその実態－」（『洋学』第 23 号、平成
28 年）10 ～ 16 頁参照。
(13) Nota van afgeleverde Kambang Goederen. [Japan Portefeuille No. 
34. 1836] MS.N.A. Japans Archief, nr. 1457(K.A. 11810). (Tōdai-
Shiryō Microfilm: 6998-1-85-12).
(14) Nota van nadere afgeleverde Kambang Goederen. [Japan 
Portefeuille No. 34. 1836] MS.N.A. Japans Archief, nr. 1457 (K.A. 
11810). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-85-12).
(15) 註 (12) 参照、16 ～ 20 頁。
(16) Calculatieve aantooning van het resultaat dat de Kambanghandel 
dit jaar voor den pachter opgeleverd heeft. [Japan Portefeuille 





(17) 本稿においては、当時のグルデン (gulden) とカンバンテー
ル (kambang theil) との換算を用いて、1 カンバンテール＝ 1.6
グルデンでおこなっている。
(18) Lijst der goederen, die aan den Nederlandschen kambang 
commissaris door de leveranciers afgeleverd zijn.[Japan 
Portefeuille No. 34. 1836] MS.N.A. Japans Archief, nr. 1457 (K.A. 
11810). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-85-12).の裏表紙には、
Totaal van den uitvoer T.55,802.853 daar onder begrepen T.12,914 
aan krippe en zijde stoffen aan de zaak bezorgers, beneven T.4,161 





(19) Lijst der goederen, die aan den Nederlandschen kambang 
commissaris door de leveranciers afgeleverd zijn.[Japan 
Portefeuille No. 34. 1836] MS.N.A. Japans Archief, nr. 1457 (K.A. 
11810). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-85-12).
(20) 註 (16) 参照。
(21) 拙著『日蘭貿易の構造と展開』（吉川弘文館、平成 21 年）
141 ～ 177 頁参照。
(22) Factuur 1837. [Japan Portefeuille No. 35. 1837] MS. N.A. Japans 
Archief, nr. 1458 (K.A. 11811). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-
1-86-24).
(23) 本稿においては、当時の斤、ポンド (pond, lb.)、ネーデルラ




(24) Factuur 1835. [Japan Portefeuille No. 33. 1835] MS. N.A. Japans 
Archief, nr. 1456 (K.A. 11809). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-
1-85-10). 
(25) Bijlaag 3. Lijst der eisch goederen van Ao. 1835. [Japan 
Portefeuille No. 33. 1835] MS. N.A. Japans Archief, nr. 1456 (K.A. 
11809). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-85-6).
(26) Factuur 1836.[Japan Portefeuille No. 34. 1836] MS.N.A. Japans 
Archief, nr. 1457(K.A. 11810). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-
86-2).
(27) Proces Verbaal.[Japan Portefeuille No. 34. 1836] MS.N.A. Japans 
Archief, nr. 1457(K.A. 11810). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-
86-6).
(28) Lijst der eisch goederen van Ao. 1836. [Japan Portefeuille No. 34. 
1836] MS.N.A. Japans Archief, nr. 1457 (K.A. 11810). (Tōdai-
Shiryō Microfilm: 6998-1-86-5).
(29) Extract uit het Register der Resolutien van den Gouverneur 
Generaal ad interim van Nederlandsch Indië in Rade. [Japan 
Portefeuille No. 33. 1835] MS.N.A. Japans Archief, nr. 1456 (K.A. 
11809). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-85-3).  
(30) Staat der indemniteiten voor het gemis van den particulieren 
handel, komende aan de ondervolgende ambtenaren der 
Nederlandsche Factorij te Desima, overeenkomstig het bepaalde 
bij art: 7 van de Resolutie der Regering, dd: 14 April 1835, Nr. 
1. [Japan Portefeuille No. 34. 1836] MS.N.A. Japans Archief, nr. 
1457 (K.A. 11810). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-85-13).
(31) Staat der indemniteiten voor het gemis van den particulieren 
handel, komende aan de ondervolgende ambtenaren der 
Nederlandsche Factorij te Desima, overeenkomstig het bepaalde 
bij art. 7 van de Resolutie der Regering, dd: 14 April 1835, Nr. 
1. [Japan Portefeuille No. 33. 1835] MS.N.A. Japans Archief, nr. 
1456 (K.A. 11809). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-85-1).
(32) Indemniteit voor het gemis van den particulieren handel, 
komende aan de gezagvoerder van het schip Marij en Hillegonda 
krachtenes art: 7 van de resolutie der Regering dd: 14 April 1835, 
Nr. 1. [Japan Portefeuille No. 34. 1836] MS.N.A. Japans Archief, 






　本稿は、JSPS 科研費 17K03110 の助成を受けたものです。
